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軽約

水中孔尭下司る楜体の撚端逮度を．塚Kある狗な

｢身近なもの」 -rll計損りし,袖；の結果",り椥体。

柵状#本領密度',"(!に栩糾端速度の椎紳を

悲嬬司洲肋､区'抑ｨ脚急減稲牝遊定

回終端速度損'l定方戒旋証

画糾瑞速度領りたの3段P舌の完駿流画糾瑞速度領りたの3段P舌の完駿術診六

n',3家に加恥肺の の申骸,吻終端速度茄則”に

過腋膨れ.奈禰仰加としTアルミハイ,ラ!|ｺﾌｶ‘ツブを盛定。

回ｲ'は国jﾆﾘ選定土淑穴ｦﾘｺﾌ了ﾙﾐｶ‘ｼ7．のうち愛〃しIc<<

●

0

柵岬伽ｦllｺﾌﾔ,y7｡牡用MT終端速度の擬|御‘可能てIIあ糺蝿

棟証し11。

回ｲI(3 回の方我~i_用いてツル三わいIヂ6号‘了ﾙ劫i"82,

ﾗﾘｺﾌﾔ‘y7ob号。3ﾌﾊ抑の水ｷｲ'の徳一端速脇L領りたし‘密鹿

(郷ｨ非偽噴量二の壷Ⅶc掲紺猯速度の蝿とj麸落察し六。

回ロロ測絶論(ﾙr , 7に中乞発下燗椥俳の終端

速度(3'蝿,僻績密度〃ｲ淀刎”睡困ｬ,!'zzﾅﾘ眉,て

飛鍋』伽(‘ﾉガ仇ﾌ六″
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(,｝ 実,験の目的

物体の素材形樅選定実験

総端逸ﾉ鬘_領ｿ定方戒検証

撚瑞速度損ｿ定

以上の3段階の実験を通して

水中を塔下ずろ物体の終端速度を

家K肋ようなに身迩な伽ぞ計測し，

回
国
回

物体の形状〃傾惚度それらの結果州物体の形状〃傾嘱鹿

達し､ 'てよる終端速度の椎籾を考察する。

の
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（2） 実験方戒

国,回，囮。実‘験症行し’研究丘進めた。

国 椥体”素湖､形状患定尭験

…家Kある菖処な毛乢⑳中鯵,り終端透ﾉ鬘之荊肋,〈

過し飛彬状･素材の物を崖定すう。

①
②
③
④
⑤
⑤
⑦

アルミカッ7｡

了ルミル7°（長細い）

書弓ノリコフカly7。

じ!‘－玉大

C!一玉ﾉI、

一門五

十円玉

》人上のrlフの物乞，実際パ心トポ'トルバ水を入れて
"の才,く鶏上し，発ち方を自硯て‘'綴｣察する。

ﾊFﾂﾄボ'ﾄ！ ②
③
の

撚

③‐

L(写具1)荊用し7てもの－境



千

回 終端速度速度 損ｿ定方抵検証

曲り選定土吹汽ラリコフ.了ﾙﾐｶｯ7°のうち

哩彬しにくく根uやすい言う"ﾉｺｰﾝﾙｰ7.莚用いて，

終端遮度のｦ則定力阿能依検証つる。

直御序伽融眺"・円齢繍兵慧燃筆〃爪了"ｦ両たす。

1．溶器の中に評‘定規G’‘幼ﾉを垂直に立て,柵眺め。
セロハフテー7。ぞI固定する。

'の容器,全体伏目史跡う|℃,高さ6,ヶC‘,"の台の上に
カメラ丘固定する。

ｦソコフガ‘ｿ7.ない黍器の中に完全IC/光め，
高さ鮎c""の七J,ろﾀIら水平ICして静んIに黍こつ。
その際に"カメラの連厚キー(o.{ ,s間隔）のボ9γ芝押す。

Q● 0

4

2．

3，

f

帯xﾗ｡高さと剛くらいに帆磁秘化,ぢ-,2州加,8）
あたりのo､ ’約おきIC発ちろ長さを記録弱。

X,1竹定規伽q,,,)の巖1岨盛鳳）
OcIwIjMl二lO"､脈恥'rl,IOc"IM上兇蜘賑吠2jwwl
ィ'‘あ急。

,ﾘｺヵ!ｼ7 。極力xうの島寸J言り鍋IC高し､ .低い
と必!子正確"目盛りを

雰岫伽ゞ ”……
肋！

ラリコシ↑ﾌ!ｼ7

台，

(イメ-s;/''図）

鱈農

‘､恥
－

#IL
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画 終端速度測定

． ． ①了ル三力,ツー7｡(6号ノ のアルミ力､v7｡（『号ノ

③ウリ］つカツ7｡(6号）

圦上3つの物の水中て‘の終端速度を表1定する。

図上同様の方裁丘用いて
①了ﾙﾐｶｯｰ7.（6号ノ
②了ルミカ町7｡（『号ノ

③ラシ/Iノコプカッ7｡〔6号）
の一紗奇問あたりに落ちる距離逸言己録づる

1

2‘ ’・結果,15終踊速度を計算恥

3 o.@@のそjh¥IIれの
質量.体積悟度を鋤§。

(iノ 質量
・キ吻物ｽﾉﾌ弓-ルを便,て彪則a苔。

．#他に関してI子7ﾜの質量"<､ ,j,さく単i本ぞ'の
制定〆'不可能浴の-f'

討釧隅慰登｡愛ろW槙量を
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体積(II)

ノ

③ば以下の ヲ し1て方云を用 廃誤りする。●

''’計量加7｡をｷｯﾁﾌｽﾉｧｰﾙIでのせo表示にする

2'， ’'の計量カッフ。”肺,"l_の目盛りの〃ろ季で′
水赴人収さ

3f”噴量を記録鞘

千'，計量カツ7°迷空Kして,キ升ﾌﾞｽ午ルの上（のせ
③プノコフかｿ7°を人ﾙ(てﾔIらo表示にヲ§．

〈ｲX-ず図＞

回
稲

糊3氷の攪量色体勧と表'l3

↓，
国

。ｹ'． 斗/の計量七‘ｼ7°の伽阿Lの
7 水を入水る

弓で’弓酪1) "

中にあ 軸kを紬3上容器0

淀面謂7〆|守秘諺正確馴
肌比'ｦIﾉｺ苅吻7.の船ワ 6' ケノの噴堂を記録する "ll'伽伽,ため。ｽ“INIｹなく溶き

函今函

ヤ〈水の質量的ﾉ '3体猿(耐止等ししIJとよ'ノ
3'“'の差分力<‘③ｦIIｺﾌｶI77.のｲ赫責了"ある

．①.②!こ関しｲ(31枚の体積ぶﾉJ､芭而"ろため
上記の方我初(‘徒え小' ・よ,了,‘攪量修卿塵慮の
イ直〃'リ計箪し了榔績を劇リ出す毛の飼う。

th） 密度

③｡ ‘ﾙI 懸亨ｿ出っ。
の、!＆ｱﾙﾐﾆｳﾑて‘'て牡仰,壱のT〃
･X･ｱﾙﾐﾆｳﾑの軽度2{iro3/f"』 ヒワる。
*参矛資料『未来へULろ(ろwｴﾌｽLぶり

●
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（3）実,験結果

回物体の素材栩状選定実験 5月5日7:"-8:3o実施

(鍔駕〉
落ちたぱの檬弓‐ 備考

了ルミカIv7･Igg

痩糊し御uのて
〃

火中IcM(3g=

榊拭l州泌いざう
う丞繊‘螺-だ折。

･何回鶏こしてそ私化Fﾗな

靴道を通り溶「
･存定して''k

．訳k一定の逮加cを,了u狩飛た

のアルミル7。 I

1

1面'てjlIM/n八Pリトノ I ‘） 誤10

可仇"いIリ栫弧． 穴
②ﾇしﾐMI細り I

了ﾙ三州｡乞違ﾚ‘

疫形しにく‘!のr
〃

根しI何い､た。

､何回ま上しても似たような
軌道を通り尭不

･毎定してし,九
.りくllパー定の速さKみ’てし!う
ようだ:た・

③ﾗﾘｺプｶｯ7° Z

が'ﾗ入なのて‘｛

第切挺に烹云意絢(’
鈍零だ'’た。

g l ･Rc|軋道を通り碁下④ビ!-玉大

④胴様,力崎ｽ椥

諮切鈍に蒄怠〆‘

鈍頚も'参7〈。

〃

⑤上L玉ﾉI{ | 5 1 ･剛軌道を通り撫



牙

０
０ ０

９、

｡籍とす角度Iてよて，

鵜方b(!空化した。
千③一円玉

･籍岡角度によ,て

鶏､妨膨III鹿化欧，

⑦十円五 ’ ぢ

’

｜

１
１
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回終端韮ﾉ曼測定方戒検証

鯛6日6:15-8:00突施 （水温31，4℃ノ
－－ 一一

( (0参照､）

〆･経過未ｸ教(帽己録を“肋？『仔加c卿の時刻を
o未ｹ別3．そ姉{''o, |紗おき（計測し府。

底〃｝ 一 時K刑 一 竹定規計測し
、

らの局也披
Z'3b， 用しす､′

衣X@

あう。 の曰

J$目 Zc',,,IてII頁寛一

((o(I",じ(上切q,v,l"<での侭ノ

経過秒数(秒） 0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5

底からの高さ(cm) 14.80 14.20 13.60 13.00 12.40 11.80

0.1秒間の位置の変化 0.60 0.60 0.60 0.60 0.60
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回 終端速度領ﾘ定

6月2日4"'､"6(0o (水温一卦､千℃ノ

の了ﾙﾐｶい,7° 6号

表より 0，60-t o,ぢ=: 1.,

あて，のｱﾙﾐ17,v･7｡6号の継瑞逸度鼎

･X,

． ｛､2CwI/S

(ﾌに強乳千と）6日2日斗:30~6 :0o

②アルミカリフ ・ 忘号

叢J言1ノ o加令o， 言0． 83 ‘ ‘ ‘6

8弓O、
山

度{1y7-rs0) q¥立而逮号の
○

才うて②アルミ ↓y7 、xgh
WcI,i,!/SO、｡ ･

－－

経過秒数（秒） 0 0.5 1 1.5

14.00 13.40 12.80 12.20

0.60 0.60 0.60

経過秒数（秒） 0 0.6 1.2 1.8

底からの高さ(cm) 14.00 13.50 13.00 12.50

0.6秒間の位置の変化 0.50 0.50 0.50



12_

（水温2千‘千‘ﾋノ6同2B4!3oル6:oo

③今ｿｺｰｿﾛIy-7｡ 6号

表張り ’ 二60÷o、 60．

よて③ﾗﾘｺつれ,7'6号の侭端速度鳳

塀6伽危

速度13,鉛直も向下向き紅正として
老元もものと司る。

毛

､〆．

経過秒数(秒） 0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5

底からの高さ(cm) 14.80 14.20 13.60 13.00 12.40 11.80

0.1秒間の位置の変化 0.60 0.60 0.60 0.60 0.60
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I)噴量

①了ルミカ‘〃。6号

"ZM"!a"
叔て‘‘ 2‘

20 13‘噴豊枚あたりのようて‘ 1

○,13B-

0‘'千

2,7÷幼＝．

止且一
一
一
も

②了ﾙ三hy~7。 2号

'WW､":'10 1乱，噴富枚加Jの
よ7て’ 、 IO=o

l

IO o,2○2，0で 』Z上皇ga_

③ラリコブカ‘ｿﾌﾟ6号

枚I の 弓‘,噴量 9
－

箱
、1

(II ） 体

の了ﾙﾐｶ,v7｡6号

(iﾉ,(iii）d)結果子リ ooW|!'
o､0ｹ2cwj』

2,70も戸0! ’
一
一

g/賊ノ 、
一
一

。

②了ルミカ,y~7 喝
の

0) , (iliノの結果副O.20,｡､t2!70鞘） “，;ノ 、
Ｊ
畑
一

０
《
”
）

獅
粁

、
）
０

。
、
ｂ

Ｏ
０

言
１
－
で



'千

＆

O

'I/7 6号③うう/リコγ↑7

凪水の計の噴量 ／仰‘ '9

回ヲ旧プbu,7｡/r)な除く太の質量 ／伸句

,,"W糊ご醐矛 獺(3,
I|6cMj

0ii)密度

①了ﾙ三i7!,,7｡6号 燕型且eZniノ 拳職
廿イエ

②了ﾙﾐかy7°腸 寿2,70(9/cj"jノ

未釆
ll

八ひぅb(､ろ

廿ｲﾕﾌｽ1割抄

③ラリコプカッ7°6号

0), 0'.)例結捲り， 3,24(､6=2､O6/f"f)

(I)･0iﾉ ･(1iiノ乞走IC,寺鋤もと↓灯の才5に狩る，

‐一一一今

蝿
Ｌ
ｉ
ｌ
－

や ラ漬物 密急ｿ伽
①訶勵f"号 o,149 0､o52c" 2‘ﾔo9"

②31吋vか号 0，ユ03 0,07f[" ｡’70 3航

③洲ｺブ】ﾂf6: 3，29 |、6旅 21o9/6'ｵ』
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軒)考察

回中ﾙ体の素赫〃状選定莞縦

家にあるものを利用しT水中の泌端速度を計謨ﾘ恥

ため‘尭不±せる物体I帥K下のA･8の為1二版両たﾉﾜもの力l'/戻し1

A; 鳥さ30cw!程度の区間ぞ1終端速度に達恥もの。

B: 0､ ,紗間隔の連写ｷｰて"速度ｬII!剰次締の。

A,Bの条件をJ(きえて秀えうと，

"!l@-円玉と⑦十円玉11真‐3〈川|C発下せずl/鶏こし方にJデソ

諾ち加‘鋤こしてしきうため.正確な速陶I叫損ｿﾙk々↓' ｡よ'て･不過。

紬〈④どL玉大上⑤ピ'一玉)j、 (3､諾ち方11-定活力(!､逮鋤I,' 'ｹ〃

なのてil制定端にI3逮飛|ろkノリ)Bを満化JZfL I ・よ,て不過。

②アル三h,ｿ7｡(長細ll) 13発下司も跡根ｿ鼓'て仏七("、ろ柾jhi71'!

わり､匡確,性KKl ろ。 非'て不通．

①了ル三伽7・t③弓,ﾘｺ711!>,7｡(3，速沙も比較的ゆ,くｸて"あり,ｹ'7

3o(/w, の区間内ｨII一左側速之に,磨,TLI〃うおI"六。Jの2うほ

A･8例洙件を蹄IC/渦に叩'3と雰元杣苔。

し伽&ての了'し三七W｡ t③弓りｺﾌかγ7°を選定司る。
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回 総瑞速度測定方ｦ去椛証

実,縦結果の旋測． ‐定日寺間内に剛距離だII'

筈速直線運動を LIao諾下してuろのて'1 ‘ ウリコフ打!v7．13 して‘！ 。

ww(',て 才リコフ"い,7｡"('郷端速度l<達してVlろし

受ｨ)(‐言える。

水中乞才り．γf7!y~7.七IM落下恥と王

71(鋤也埖毒ｲ7 ･重力の3ﾌの伽'〃

ノブl)全急ぐ,為Kｲｱ皇?李虐1－?達旬。 を副(I吃力つり合弛終端速度に逢可3．

仮Icf7!y7.例'傾くと

右図の朽Ic,7ILxF(c戻売うと可も

カヤ{‘働き‘結果的,c存定しに

〆" hTif!"I'I'"'"'J'"e水平ｨ犬熊に戻るし蒜スルィー【ろ。

-Moly/FJ)
〔 ，終端速度ﾗ員ﾘ定方制椛証土攻たの了"同絢鰄洲！よて｜締~端速/度領リ定方榊Iズ

回ハ終端速度損ﾘ定を何う°

て‘
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回 終端通度謨ｿ定

rll 'vl2"給果より

の了ﾙﾐhy7｡6号子'ﾉ③今'ﾉｺﾌかγ7°6号の方例II逸陶|〃

大きいと剛'伽Iる｡③,割①より密度はjl,n'"(',厚洲'鮴

のてll伸續13大きい。よ’で質量,ﾕ③の伽Ⅲ大洲,六。

①.③の彬状好ほIま同じ! (bg7規絡)"b(! &③の方の

噴撞ｬ胱訓ため‘③の姉(‘のより終端速度や!''",<

な,北と蒻元&収芳。,人上より何ﾘ‘冊牝ｲ"あ,ても、椥体(＆

質量の違いにょ,了緋瑞速度わく1変帆乞し!元 ，

↓･品后臥噴畠lik3/!侭終端速度も陣i";此
剣〃

分い､杙。
寺
ヤ
、

斗
卜
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6，れI3,＠の 積底面 例''d)Jﾆﾘも 九辻し(ため'て
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きた’回のﾗﾘｺﾌｶkv-7・〃撚端速度と回の
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水中迩発下珊物体の緋端速度時，
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